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蒲郡市内の温泉共同バス 事業目論見書
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蒲郡市内の温泉共同バスの事業目論見書

・最寄駅と旅館を送迎する「観光客」向け送迎バスが多数運行。
・高齢化するもののバスの利用者は伸び悩み。名鉄バス東部も補助金にて維持。
・将来的には、税金を投入し続けてバスを維持することは難しい。

（観光面から）
（地域事情）

（狙い） 「観光客無料送迎バス」の共同事業化（住民利用によるコミュニティバス化）

■問題認識

■参加事業所のメリット
○共同化による現行の送迎バス事業費の軽減
・人件費・車両維持費・燃料代・保険等を「運行支援金」として軽減

○公共事業の協力会社としてＰＲ可能（社会貢献）
・車両に協力事業者名をラッピング

■事業概要
○観光客の送迎時間帯は、主要駅と参画旅館を
巡回する「無料送迎バス」を運行
（参加事業所の「運行支援金」により運営）
○送迎時間帯以外は、
蒲郡市内の観光施設と駅を結ぶ観光客向けの「蒲郡
観光バス」を有償運行。（市民の乗降も可能とすること
により、行政による欠損金負担も検討）
○蒲郡市内の温泉協会と蒲郡市による共同事業化
（交通事業者に運行委託：道路運送法4条一般乗合旅客運送事業を想定）

※関心のある組合員の送迎バスの運行実態を調査し、
運行支援金額、ルート、ダイヤ等を検討予定

○観光振興：観光客の周遊の足の確保
・主要駅と蒲郡市内の温泉地・主要観光施設を結ぶ

○住民対応：新しい公共交通の構築
・主要駅と観光施設間（居住地）の移動手段を確保

■地域の狙い

西浦温泉

形原温泉

三谷温泉

蒲郡温泉
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■草津温泉町内巡回バス
（温泉地を巡回するバス）

■大口町コミュニティバス
（民間企業との共同事業化）

＜参考事例＞

○群馬県草津町役場が事業主体
○ＪＲバスが運行主体
○１回１００円の有償運行
○草津温泉町内を巡回
○温泉街他、４つの巡回ルート設定
○行政による委託運行
（赤字欠損金を行政負担）

○愛知県大口町役場が事業主体
○葵交通が運行主体
○１回１００円の有償運行
○町内巡回、最寄鉄道駅とを接続
○行政による委託運行
（赤字欠損金を行政負担）

【特徴】
○町内主要企業の従業員
送迎バスと共同事業化
○企業は、従業員送迎バスの
運行費（人件費、車両費、
燃料代等）に代わり、
「運行支援費」を負担。
○１社月5万円程度
・利用人数で支援費設定
・１１団体参加
○行政は、住民利用ができる
コミュニティバスとして共同化
○車両には、協力企業の
社名を公表しＰＲ
（社会貢献の機会）

【導入経緯】
○従業員送迎バスの更新を
模索していた企業に行政が
アプローチ
○コミュニティバスのルートを
企業の通勤用に変更
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■南紀白浜温泉シャトルバス
（温泉地を巡回する無料バス）

＜参考事例＞

○白浜温泉旅館協同組合で運行
○無料シャトルバス
○加盟ホテル・旅館の利用者を対象
○白浜駅（乗車）→旅館等を巡回
○１日５便

Ａ順路
出発予定時刻（毎日運行）
13：25/15：40/17：30

Ｂ順路
出発予定時刻（毎日運行）
14：40/16：45


